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■
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
柳

沢
敦
選
手
（
小
杉
町
出
身
）
が
、
六

月
二
十
六
日
に
県
庁
を
訪
れ
、
中

沖
知
事
と
会
談
し
ま
し
た
。

■
中
沖
知
事
が「
世
界
が
注
目
す
る

大
舞
台
で
の
活
躍
に
、
県
民
み
ん

な
が
わ
き
返
っ
た
」と
称
賛
。
柳
沢

選
手
は「
今
回
の
経
験
を
次
に
つ
な

げ
た
い
」と
力
強
く
答
え
ま
し
た
。

■
ま
た
、
知
事
は
柳
沢
選
手
を
起

用
し
た
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
広

告
に
、
全
国
か
ら
大
き
な
反
響
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
。

柳
沢
選
手
は
「
自
分
の
活
躍
が
富

山
県
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
れ

ば
」と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

●
問
合
せ

県
庁
広
報
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
1
3
4

ン
ネ
ル
は
、
県
内
で
初
め
て
両
側

に
広
い
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

自
転
車
や
歩
行
者
の
安
全
な
通
行

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

テープカットを行い、日本航空の富山－東京便の
就航を祝う関係者

知事との会談後、県のイメージア
ップ広告ポスターの前で記者会見
する柳沢選手

パレードを行い、雨晴バイパスの開
通を祝う関係者

東京の中心地に富山の魅力を集め、
華々しくオープン
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東
京
で
富
山
の
観
光
・
物
産

情
報
を
発
信

「
い
き
い
き
富
山
館
」が
オ
ー
プ
ン

■
県
で
は
、
東
京
都
有
楽
町
に
県

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観
光
・
物

産
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
東
京

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
い
き
い
き

富
山
館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
八
重
洲
の
国
際
観
光

会
館
に
あ
っ
た
県
東
京
事
務
所
経

済
課
分
室
の
移
転
に
伴
い
整
備
さ

れ
た
も
の
で
、
館
内
で
は
ま
す
の

寿
し
や
か
ま
ぼ
こ
、
深
層
水
商
品

な
ど
、
富
山
の
特
産
品
約
二
百
種

を
展
示
・
販
売
。
そ
の
ほ
か
、
県

内
観
光
地
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
常

備
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

観
光
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
県
で
は
、
今
後
と
も
同
館
を
利

用
し
て
富
山
の
多
彩
な
魅
力
を
国

名
実
と
も
に
日
本
の
代
表
に

柳
沢
選
手
故
郷
へ
凱
旋

■
国
道
4
1
5
号
の
高
岡
市
雨
晴

と
伏
木
国
分
間
の
雨
晴
バ
イ
パ
ス

が
完
成
し
、
六
月
二
十
九
日
に
開

通
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
今
回
整
備
し
た
バ
イ
パ
ス
の
う

ち
最
も
難
工
事
で
あ
っ
た
雨
晴
ト

万
葉
の
ふ
る
さ
と
に
新
た
な
風

雨
晴
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

も
っ
と
便
利
に
、も
っ
と
気
軽
に

富
山
―
東
京
便
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ

ク
化
、
沖
縄
便
季
節
運
航
開
始

■
同
バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
よ
り
、

県
内
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
雨
晴
海
岸
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
今
後
の
観

光
振
興
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
道
路
課
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■
七
月
一
日
、
富
山
と
東
京
を
結

ぶ
空
の
便
に
日
本
航
空
が
就
航
し

ま
し
た
。
富
山
―
東
京
便
は
、
こ

れ
ま
で
の
全
日
空
に
加
え
て
二
社

運
航
（
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク
）
と
な

り
、
同
日
、
そ
れ
を
祝
っ
て
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
式
典
で
は
、
中
沖
知
事
が
「
経

済
、
文
化
、
観
光
な
ど
幅
広
い
分

野
で
首
都
圏
は
も
と
よ
り
国
内
外

と
の
交
流
が
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ

る
」
と
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

■
ま
た
、
七
月
十
六
日
に
は
富
山

―
沖
縄
便
の
季
節
運
航
が
開
始
。

国
内
便
六
路
線
、
国
際
便
三
路
線

が
就
航
す
る
富
山
空
港
が
今
後
さ

ら
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
航
空
対
策
課
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）3
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●
問
合
せ

い
き
い
き
富
山
館

（
東
京
交
通
会
館
地
下
一
階
）
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3
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0
3
2

営
業
時
間
午
前
十
時
〜
午
後
七
時
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「県庁では、いつもどんな仕事をしているんだろう。」

「新聞で話題になっているあのこと、県はどんな対応を検討して

いるんだろう。」

県政に関するさまざまなご質問にお答えします。

県民が参画する開かれた県政をめざし、「出前県庁」スタート。

●
問
合
せ
・
資
料
請
求
　
県
庁
広
報
課

1
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6
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3
1
3
3
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0
1
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l/dem
ae/

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
県
政
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
今
年
か
ら
「
出
前
県
庁
」
を
始

め
ま
し
た
。

「
出
前
県
庁
」
は
、
県
の
職
員
が
皆
さ

ん
の
地
域
へ
出
向
き
、
県
の
施
策
に
つ

い
て
の
ご
説
明
や
意
見
交
換
を
行
う
も

の
で
、「
一
日
部
」
と
「
し
ご
と
談
義
」
の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

県
が
、
部
局
ご
と
に
皆
さ
ん
の
地
域
で

開
催
す
る
県
政
説
明
会
で
す
。

テ
ー
マ
は
、
そ
の
時
々
の
県
の
重
要
課

題
か
ら
選
び
、
開
催
日
時
や
会
場
と
あ
わ

せ
て
県
で
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
参
加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

五
月
三
十
一
日
、
砺
波
市
で
「
一
日
教
育
委

員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
創
造
性
豊
か
で
た
く
ま
し
い
行

動
力
を
も
っ
た
児
童
生
徒
の
育
成
」
と
「
県
立

高
校
の
将
来
構
想
」。

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
地
元
経
済
界
の
代
表
の
ほ
か
、

一
般
参
加
を
含
む
約

百
人
が
出
席
し
、
活

発
に
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
に
は

こ
の
ほ
か
、「
一
日
経

営
企
画
部
」「
一
日
生

活
環
境
部
」「
一
日
厚

生
部
」
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

七
月
十
日
、
魚
津
市
立
東
部
中
学
校
で
、
授

業
の
一
環
と
し
て
「
し
ご
と
談
義
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
高
齢
者
福
祉
施
策
」「
こ
れ
か
ら

の
道
づ
く
り
」
な
ど

五
項
目
。

生
徒
か
ら
は
「
富

山
県
の
福
祉
が
優
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
？
」

「
街
路
灯
が
点
灯
す
る

仕
組
み
は
？
」と
い
っ

た
質
問
が
あ
り
、
県

の
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

元気で創造性豊かな人づくり�
● 子育て支援について�
● 学校週5日制がめざすもの�
● 子どもたちに豊かなスポーツライフを�

住民と地方が主役の県づくり�
● 行政改革の推進�
● 民間資金を活用した公共施設整備�
 （PFI）について�
● 市町村合併について�

知恵と技術が活きる産業づくり�
● 富山の深層水について�
● にぎわいのある商業の振興について�
● 農業の担い手の育成について�

安全・安心で快適な暮らしづくり�
● 地域の消防・防災力を高めるには�
● 公共交通の利用促進について�
● 高齢者福祉施策について�

環日本海交流の中心拠点づくり�
● 日本海学の推進について�
● 環日本海地域等との経済交流の促進�
● 富山空港の整備拡充について�

環境と調和した美しい地域づくり�
● 循環型社会形成の推進について�
● 魅力ある私たちのまちづくり�
● おいしい水のできるまで�

「しごと談義」のテーマの例�「しごと談義」のテーマの例�

県
の
職
員
が
皆
さ
ん
の
集
会
や
勉
強
会

な
ど
に
出
向
き
、
あ
ら
か
じ
め
皆
さ
ん
に

選
ん
で
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

説
明
や
意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。

「
し
ご
と
談
義
」
の
職
員
派
遣
に
か
か

る
費
用
は
一
切
不
要
で
、
日
時
や
会
場
は

ご
自
由
に
決
め
て
い
た
だ
け
ま
す
。
テ
ー

マ
は
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
合
計
八

十
九
種
類
を
用
意
し
ま
し
た
。

自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
勉
強
会

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
の
ご
活
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
い
た
だ
く 

一
日
部�

ご
注
文
い
た
だ
く 

し
ご
と
談
義�

●「一日部」の8月開催予定

一日教育委員会 8/2 （県民会館）13:30～
一日厚生部 8/24（県総合福祉会館）10:00～
9月以降開催分は、随時新聞広報「県からのお知ら
せ」と県のホームページでご案内します。

●「しごと談義」テーマ一覧と申込方法
テーマ一覧は、県・市町村窓口でパンフレットをお
配りしているほか、県のホームページでご案内して
います。
申込みは、パンフレット備付の申込書（ホームペー
ジからダウンロードも可）により、実施の１ヶ月前
までに県庁広報課あてに郵便またはFAXでお送りく
ださい。

◆ご参加・ご注文をお待ちしております◆
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特
集

みんなで育てよう！元気に輝く“とやまっ子”

32002.8

特
集

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
で

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
充
実

学
校
週
五
日
制
は
、子
ど
も
た
ち
が「
ゆ

と
り
」
あ
る
生
活
の
な
か
で
、
自
ら
学
び
、

考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性
な
ど
の「
生
き

る
力
」を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。こ
の
た
め
、県
で
は
、子
ど
も
た
ち
が

「
た
く
ま
し
い
体
」、「
豊
か
な
心
」、「
優
れ
た

知
性
」を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
機
会

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
成
す

る
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
、家

庭
、地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
活
動
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
で
は
、
基
本
的
な
学
習
内
容
を
確

実
に
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」を
新
設
し
、
日
ご
ろ
の
学

習
で
得
た
知
識
を
自
然
体
験
や
社
会
体
験

な
ど
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
は
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、生
活
習
慣
や
社
会
生
活
上
の
ル
ー
ル
な

ど
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
社
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
た
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、県
内
の
学
校
、家
庭
、

地
域
社
会
で
、実
際
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

県
で
は
、
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
取

組
み
を
ま
と
め
た
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
集

「
学
校
週
五
日
制
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
〜
元
気
に
輝
く
”と
や
ま
っ
子
“の
Ｖ
‐

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」を
作
成
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
と
各
市
町
村
に
、「
子
ど
も
元
気
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
地
域
社
会

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
環
境
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
ま
ず
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
て
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

県
で
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
と
や

ま
県
民
家
庭
の
日
」と
定
め
、
親
子
が
ふ

れ
あ
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭
づ
く
り
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

県
内
各
地
で
は
、
土
・
日
曜
日
な
ど
に

子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
た
く

さ
ん
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

炭
焼
き
場

を
見
学
し
た

こ
と
で
、
興

味
を
も
っ
た

子
ど
も
た
ち

が
実
際
に
炭

焼
き
を
体
験

し
、
仕
事
の
苦
労
や
仕
事
に
か
け
る
情
熱
を
知

り
ま
し
た
。

（
氷
見
市
立
仏
生
寺
小
学
校
）

子
ど
も
、
親
、

祖
父
母
な
ど
の
三

世
代
が
一
緒
に
料

理
を
し
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
す
。

問
合
せ
　
県
庁
健
康
課

1
0
7
6
（
4
4
4
）
3
2
2
4

高
岡
市
体
育

協
会
な
ど
が
中

心
と
な
り
、
市

内
の
小
学
生
を

対
象
に
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を

教
え
て
い
ま

す
。
年
間
を
通

じ
て
陸
上
や
水

泳
、
球
技
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
運

動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

問
合
せ
　
高
岡
市
体
育
協
会

1
0
7
6
6
（
2
6
）
5
2
2
5地

域
の
小
学
三

〜
六
年
生
と
そ
の

家
族
、
地
域
の
人

た
ち
が
集
ま
り
、

交
流
を
深
め
な
が

ら
、
地
域
の
自
然

の
中
で
季
節
感
あ

ふ
れ
る
体
験
活
動

を
実
施
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ
　
あ
さ
ひ
わ
ん
ぱ
く
遊
び
サ
ー
ク
ル
実
行
委
員
会

1
0
7
6
5
（
8
3
）
1
1
0
0

婦
中
町
立
図
書

館
で
、
地
域
の

方
々
で
結
成
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
ト
マ

ト
の
会
」
の
皆
さ

ん
が
、
物
語
の
読

み
聞
か
せ
や
手
遊

び
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
　
婦
中
町
立
図
書
館

1
0
7
6
（
4
6
5
）
4
4
9
3

地
域
で
働
い
て
い
る
和
菓
子
屋
さ
ん
、
プ

ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
、
大
工
さ
ん
な
ど
が
講
師
と

な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
福
光
町
児
童
館

1
0
7
6
3
（
5
2
）
3
0
2
2

毎
月
第
三
土

曜
日
に
、
親
子

で
県
内
の
一
般

公
衆
浴
場
（
銭

湯
）
に
入
浴
す
る

場
合
、
小
学
生
以

下
の
入
浴
料
を

無
料
に
し
て
い

ま
す
。（
入
浴
券

は
小
学
校
を
通

じ
て
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
　
県
庁
児
童
青
年
家
庭
課

1
0
7
6
（
4
4
4
）
3
2
0
7

地
元
の
方
々
か
ら

お
囃
子
の
横
笛
を
熱

心
に
教
わ
り
、
地
域

の
祭
り
の
魅
力
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

（
新
湊
市
立
放
生
津

小
学
校
）

●
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

1
0
7
6
（
4
4
4
）
9
6
4
7

http://w
w
w
.pref.toyam

a.jp/sections/

3
0
0
9
/3
0
0
9
.htm

県子ども元気活動支援センター

県教育委員会生涯学習室
①子どもたちの活動に関する情報提供
②子どもたちの活動を支援する指導者やボラ
ンティアの紹介
③指導者やボランティアなど、地域の人材を
育成する研修の実施

場 所
利用できる
サ ー ビ ス

※各市町村にも子ども元気活動支援センターを設置し、地
域に密着した情報提供や相談に応じていますので、お気
軽にお問い合わせください。

●問合せ 県子ども元気活動支援センター
1・FAX 076（445）1844
URL http://www.kodomogenki.com/
ｅ-mail kodomo@kodomogenki.com

祭
り
の
魅
力
を
再
認
識
し
た

曳
山
の
横
笛
練
習

親
子
ふ
れ
あ
い
入
浴
の
日

三
世
代
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

土
曜
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ（
高
岡
市
）

お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

（
婦
中
町
）

あ
さ
ひ
わ
ん
ぱ
く
遊
び
サ
ー
ク
ル
（
朝
日
町
）

達
人
に
入
門
（
福
光
町
）

仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
を
覚
え
た

炭
焼
き
体
験

県
内
の
各
学
校
で
は
、
創
意
工
夫
を
生

か
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
は
、
地
域
の

人
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
よ
り
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
　
県
教
育
委
員
会
指
導
課

1
0
7
6
（
4
4
4
）
3
4
4
9
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登山道を整備するボランティア

「ブナクラ峠修復グループ」代表

水口
み ず ぐ ち

武彬
た け あ き

さん
1941年生まれ　富山市在住

道
づ
く
り
は
す
べ
て
手
仕
事

週
末
に
な
る
と
水
口
さ
ん
と
メ
ン
バ
ー

は
山
に
登
り
、
登
山
道
の
整
備
を
す
る
。

水
口
さ
ん
は
剪
定
ば
さ
み
を
手
に
、
パ
チ

ン
パ
チ
ン
と
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
を
一
本
ず
つ

切
っ
て
い
く
。チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、カ
マ
や
ナ
タ
も
使
わ
な
い
。

「
カ
マ
を
使
う
と
早
い
ん
だ
け
ど
、
切
り

口
が
竹
槍
の
よ
う
に
な
る
。
思
わ
ず
手

を
着
い
た
と
き
な
ど
危
険
で
す
か
ら
」

倒
木
な
ど
は
ノ
コ
ギ
リ
で
根
気
よ
く

切
る
。
何
日
も
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。

「
ほ
ん
と
に
手
仕
事
や
ね
。
調
子
の
い
い

日
は
、
一
日
に
百
メ
ー
ト
ル
も
進
む
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
、
全
く
進
ま
な
い
日

も
あ
り
ま
す
よ
」

道
を
つ
く
る
の
は
、
両
手
を
広
げ
た

幅
だ
け
。
そ
れ
以
上
は
木
を
切
ら
な
い
。

道
が
で
き
る
と
、
小
さ
く
切
っ
た
タ
ケ

を
地
面
に
置
い
て
お
く
。
タ
ケ
は
、
人

に
踏
ま
れ
て
土
と
混
ざ
り
、
雨
が
地
面

を
削
っ
て
い
く
の
を
防
い
で
く
れ
る
。

道
を
傷
め
な
い
こ
と
が
、
山
を
傷
め
な

い
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
。

赤
谷
山
に
道
を
つ
く
り
た
い

若
い
頃
か
ら
山
が
好
き
だ
っ
た
水
口

さ
ん
に
は
、
ず
っ
と
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
と
に
か
く
赤
谷
山
に
道
を
つ
く
り
た
か

っ
た
。
そ
れ
で
平
成
四
年
に
仲
間
四
人

で
始
め
ま
し
た
」

赤
谷
山
は
剱
岳
北
方
に
あ
り
、
登
山

道
の
な
い
山
だ
っ
た
。
水
口
さ
ん
た
ち

は
、
そ
の
北
側
の
ブ
ナ
ク
ラ
峠
か
ら
の

道
を
整
え
た
。
た
だ
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
理
に
か
な
っ
た
道
に
し
た
か
っ
た
。

「
富
山
の
山
は
、
南
や
西
か
ら
雨
風
が
来

る
。
東
か
北
東
側
に
道
を
つ
け
れ
ば
、

道
が
壊
れ
な
い
ん
で
す
」

先
輩
の
登
山
家
か
ら
も
、
よ
く
観
察

し
ろ
と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
冷
静
に
観

察
し
て
い
る
と
自
然
が
教
え
て
く
れ
る
。

水
口
さ
ん
た
ち
は
ブ
ナ
ク
ラ
峠
周
辺

の
登
山
道
を
次
々
と
整
備
し
て
い
っ
た
。

自
然
と
共
生
す
る
道
を
探
り
な
が
ら

大
き
な
木
が
あ
れ
ば
、
切
ら
な
い
で

迂
回
す
る
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
。
生
き

て
い
る
木
は
切
り
た
く
な
い
と
、
水
口

魚津市と宇奈月町の境に位置する駒ヶ岳は、
全国に5ヶ所あるという標高2002mの山
の一つ。登山道がなく、登るには残雪期か
積雪期を選ぶしかなかったこの山に、登山
道が開設された。取り組んだのは「ブナクラ
峠修復グループ」の皆さん。「2002年の午

うま

年に、標高2002mの駒ヶ岳へ」。干支と標
高にちなんだ登山を楽しめるようにと、昨
年5月から仕事のかたわら山に登り、僧ヶ
岳から駒ヶ岳まで2.7キロの道を整備して
きた。メンバーは現在18名。

山
と
人
に
や
さ
し
い
道
を
、

一
歩
一
歩
つ
く
り
続
け
る

水口さんたちの活動で山を楽し
むことができた人々も多い。思
わず「ありがとう」と言葉が出る。

さ
ん
は
言
う
。

「
こ
の
木
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
を

考
え
た
ら
、
自
ず
と
答
え
が
で
ま
す
」

木
は
、
表
土
が
直
接
雨
を
受
け
る
の

を
防
い
で
く
れ
る
。
も
し
表
土
が
雨
で

流
れ
れ
ば
、
草
木
が
育
た
な
い
。
生
き

た
自
然
を
思
う
心
が
、
水
口
さ
ん
た
ち

の
道
づ
く
り
に
生
き
て
い
る
。

「
山
に
来
て
、
森
林
浴
や
野
草
観
察
を
し

て
、
自
然
の
姿
に
ふ
れ
て
も
ら
え
れ
ば

い
い
ん
で
す
よ
」と
語
る
水
口
さ
ん
。
山

に
来
れ
ば
、
自
然
を
愛
す
る
心
も
は
ぐ

く
ま
れ
て
い
く
と
い
う
思
い
が
見
え
る
。

「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
い

い
仲
間
が
い
て
、
い
い
先
輩
が
い
た
か

ら
。
私
一
人
じ
ゃ
で
き
ま
せ
ん
よ
」

日
に
焼
け
た
”山
の
黒
子
“は
、
道
を

愛
お
し
む
よ
う
に
作
業
を
続
け
る
。

こ
の
夏
、
駒
ヶ
岳
は
、
水
口
さ
ん
た

ち
の
心
を
映
し
た
よ
う
な
道
で
登
山
者

を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
は
小
さ
な
道
で

あ
っ
て
も
、
訪
れ
る
人
々
に
大
き
な
自

然
の
感
動
を
与
え
て
い
る
に
違
い
な
い
。

平和の像�
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魚
津
市
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黒
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宇
奈
月
尾
根
�

烏
帽
子
尾
根�

N



6 2002.8

全国に紹介された�全国に紹介された�

日本図書協会が、全国の公立図書館の設置状況や図書資
料費などのデータを公開。市区町村における図書館設置
率が全国平均で50.6%にとどまるなか、富山県だけが
全市町村に図書館を設置していることが紹介された。

皆さんに郷土の良さを再発見・再認識していただくため、新
聞・テレビ・雑誌など、さまざまなメディアで全国に紹介され
た富山の話題を紹介します。今回は平成14年5月～6月に紹
介された92件（広報課調べ）の話題の中からいくつかを紹介し
ます。なお、ここで紹介しきれなかったものは県のホームペー
ジでご覧になれます。

富山県が全国に紹介された情報などをお持ちでしたら、ぜひ
次のところまでご連絡ください。

〒930-8501（住所記載不要）
富山県庁広報課「全国に紹介された富山県」係
1 076（444）3134 FAX 076（444）3478
e-mail koho2@pref.toyama.jp
ホームページ http://www.pref.toyama.jp/sections/1101/1101.htm

全市町村に図書館があるのは富山だけ

映画「釣りバカ日誌13」のロケ撮影が県内各地で行
われ、県民から大歓迎を受けたことが紹介された。
故郷での撮影に本木監督が意気込みを見せた。
県内での劇場公開は7月20日から。

富山を舞台に「釣りバカ日誌13」撮影

料理漫画「美味しんぼ」の「日本全県味巡り」シリーズで、
富山を舞台に味勝負が繰り広げられた。富山の風土や文
化、信仰心があつい県民性など、富山の食文化のルーツ
を探りながら、ゲンゲ料理や報恩講料理などさまざまな
郷土料理が紹介された。

山海の幸あふれる富山で味勝負

大河ドラマ「利家とまつ」の番組エンディングコーナーで、
魚津城跡に建つ魚津市立大町小学校を訪問。越後上杉軍
と佐々成政ら信長軍とが激戦を交わした魚津城をしのん
だ。

『塩田丸男のいのちの「食」訪問』で、新鮮で良質なホタ
ルイカでしか作れない「竜宮そうめん」など、さまざまな
ホタルイカ料理と、現在はほとんど獲れない神通川産の
サクラマスを使ったますの寿しが取り上げられた。

北陸の覇権をかけた魚津城攻め

柳沢選手を起用し、全国から応募が殺到した県イメージ
アップ広告のプレゼント企画では、県外応募者が富山と
聞いて思いつくものとして、「ますの寿し」らを抑えて
「柳沢選手」が1位に。W杯の代表発表に合わせて第2弾
プレゼント企画を実施することが紹介された。

県イメージアップ広告「日本の代表。」に大反響 ホタルイカの竜宮そうめん 幻のますの寿し

情報をお寄せください

日本経済新聞　5月20日
夕刊フジ 5月1日、毎日新聞 5月3日、読売新聞 6月12・13日

週刊ビッグコミックスピリッツ 6月3日号～

週刊新潮　5月23日号・5月30日号

■応募方法
ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、
年令と本誌の感想を記載。

あて先／〒930-8501（住所記載不要）
富山県庁広報課「県広報とやま8月号」クイズ係

締　切／8月23日（金）（消印有効）

正解者の中から20名の方に、
「とやま健康パーク」1日利用券を
ペアでプレゼントします。
（当選の発表はプレゼントの発送をもって
かえさせていただきます）

県広報とやまは、隔月（偶数月）発行で新聞折
込により各家庭にお届けします。また、、次の場
所で無料配布するほか、郵送による定期購読
も受け付けています。

主な配布箇所／県庁、県刊行物センター
（県民会館１階）、県の各施設、市町村役場、
図書館、文化ホール、公共温泉施設、主な
ショッピングセンター、いきいきKAN（富
山駅前CIC５階）、JR駅（一部）、富山空港、
東京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法／郵便番号、住所、氏
名、電話番号、購読回数を明記し、郵送
料として１回当たり120円分の切手を同封
のうえお申し込みください。
あて先
〒９３０-８５０１（住所記載不要）富山県庁広報課
「県広報とやま」定期購読係

県では県民の皆さんのご意見を
県政に反映させるため、

新たに「○○県庁」を始めました。

○○を埋めてください。

→答えは2ページを読めばわかります

とやまの情報お伝えします！
■新聞広報「県からのお知らせ」
8月10日・31日の朝刊各紙に掲載予定

■県のホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

●県広報とやまのホームページ
http://www.pref.toyama.jp/sections/
1101/toyama/saishin.htm

北日本放送テレビ
毎週日曜11:00～11:30 チューリップテレビ

第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま
毎週月曜～木曜 11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ
毎週日曜 9:00～9:30

サンケイスポーツ 5月17日

今後の予定

『そして歌は誕生した　風の盆恋歌ほか』
NHK総合　8月16日（金）午後7：30～8：45
なかにし礼さん、石川さゆりさんらが八尾を訪れ、「風の
盆恋歌」の誕生秘話を語ります。

『BSイベントホール 佐々成政 戦国を駆け抜けた男たち』
NHK衛星第2放送　9月7日（土）午後5：00～5：55
8月4日に県民会館で開催されるトークイベントの様子を紹介。
山口祐一郎さん、天海祐希さん、佐々淳行さんらが登場します。

NHK総合「利家とまつ」 6月23日

サンデー毎日 6月16日
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本誌は古紙100％の再生紙を
使用しています。

次号10月号は10月上旬に発行予定です。
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総帆展帆
【8/4（日）、9/8（日）】
29枚すべての帆をひろげ、「海の貴婦人」と
よばれる海王丸の美しい姿を披露します。

入園自由 帆船海王丸乗船は9:30～17:00
（8月中は～18:00、8/4のみ～21:00）
休 月曜・祝日の翌日（9/16は乗船可）、9/17
乗船料一般 400円 小・中 200円
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ふれあい農園・夏野菜収穫祭
【8/4（日）10：00～13：00】
収穫した野菜でバーベキューを楽しみます。
参加料大人 1,000円／小学生以下 500円

ウィークナイトファンタジー
【8/10（土）～17日（土）18：00～21：00】
夕涼みがてらお気軽にご来園ください。
8/11（日）イルミネートin太閤山ランド
8/17（土）サマーナイトフェスティバル

9:00～17:00（9/1までは～18:00）
休 火曜・祝日の翌日（8月は無休、9/16は開園）
入園無料（駐車料金は別途必要）
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馬とカッパと絵本の世界 斎藤博之展
【～8/4（日）】
一般 500円／高・大 400円／小・中 250円★

※常設展示もご覧になれます。

日中国交正常化30周年記念 現代中国水墨画展
【8/9（金）～25（日）】無料
現代中国を代表する水墨画家38名の作品
約60点を展示します。
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9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（8/12、9/2、16、23は開館）、9/17
常設展示観覧料
一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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ユトリロ展
【～8/4（日）】
一般 900円／高・大 650円／小・中 450円★

出光コレクションによる サム・フランシス展
【8/10（土）～9/16（月・休）】
豊かな空間と華麗な色彩で知られるアメリ
カを代表する抽象画家、サム・フランシスの
代表作約60点を紹介します。
一般 900円／高・大 650円／小・中 450円★

※いずれも常設展示もご覧になれます。
9:30～17:00（入館は16:30まで）
休 月曜・祝日の翌日（8/12、9/2、16、23は開館）、9/17
常設展示観覧料一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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写真展「夏の夜に咲く花」
【8/2（金）～21（水）】
サガリバナや夜咲きスイレンなど夜にしか
見られない植物の写真を展示します。

日曜植物案内
【8/4（日）11：00～12：00】
※いずれも入園料が必要です。

夜間開園「夜の温室植物」
【8/14（水）、15（木）19：00～21：30】
夜間特別料金　一般 300円／小・中150円

9:00～17:00（入園は16:30まで）
休木曜 入園料　一般 600円小・中 300円★
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★近代美術館、水墨美術館、中央植物園、立山カルデラ砂防博物館、とやま健康パーク生命科学館は土日・祝日の小・中学生、高校生の観覧料、入園料は無料です。

斎藤博之「河童四拾肩図」1971年
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舞台芸術・芸能発見ライブ in ORBIS
ポかリン記憶舎っておもしろい！
【9/10（火）・11（水）開演18：30】
ダンスにも演劇にもあてはまらない自由で
新しいパフォーマンス活動を続けているポ
かリン記憶舎の公演を行います。
3,000円（前売・当日とも）全席自由
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企画展
「立山カルデラの妖精－クモマツマキチョウ－」
【～9/8（日）】無料
県の天然記念物、クモマツマキチョウなど、
蝶を通して立山カルデラの自然の奥深さを
考えます。

9:30～17:00（8月中は8:30～）
休月曜・祝日の翌日（9/16、23は開館）、9/17
※8月は無休
常設展示観覧料
一般400円高・大 320円小・中 200円★
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日鳥連「わたしの自然一品展」
【～8/9（金）】

県内のカブト・クワガタ飼育展示
【～8/31（土）】
園内で飼育したカブトムシや県内で採取さ
れたクワガタムシを展示します。

自然保護協会写真展
【8/9（金）～9/9（月）】

9:00～16:00
休 火曜・祝日の翌日（9/16は開園）
入園無料
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サム・フランシス「無題」1957年
©THE ESTATE  OF SAM FRANCIS,LOS ANGELES,CA,2002
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異文化体験ミュージアム
【～9/1（日）】
環日本海諸国の典型的な住まいを再現し、各
国の子どもたちの日常生活が体験できます。

世界の玩具
おもちゃ

遊び
【8/24（土）～9/16（月・休）】
世界各地の音の出るおもちゃなどに触れて
遊べます。

9:30～17:00（8月中は～18:00）
休火曜・第4水曜、祝日の翌日（8/13、9/16は開館）
入館無料
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サンフォルテ公開講座
【9/21（土）14：00～15：30】無料
夫婦そろってアナウンサーという環境の中
で、積極的に子育てにかかわっている、フジ
テレビの笠井信輔氏が講演を行います。
※往復ハガキに住所、氏名、電話番号、一時保
育（2歳～就学前）希望の有無を記載のうえ、
お申し込みください。
募集締切 9/7（土） 定員350名（抽選）
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ボルファート
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9:00～21:00（日曜～17:00）
図書室9:00～20:00（日曜～17:00）
休月曜・祝日

笠
井
　
信
輔

身障者用駐車場有り�

車いす用観覧席有り�

車いす対応エレベーター有り�

車いす用トイレ有り� 洋式トイレ有り� ベビーシート有り�

出入り口平坦またはスロープ有り�

特別企画展「利家と成政」
【8/22（木）～10/31（木）】無料
利家と成政が、戦国の動乱の中をどのように
歩んでいったかを、古文書やパネルなどでた
どります。

講演会「利家と成政」
【8/30（金）14：00～16：00】無料
講師／長谷川孝徳（石川県立歴史博物館学芸専門員）
要申込　定員100名（申込順）

9:00～17:00
休 土曜・日曜・祝日（会期中は無休）
入館無料

3周年記念特別展「四部医典タンカ展」
【～8/31（土）】
チベットの医学辞典を絵解きした貴重な資料を展示します。

企画展示「けむりっておいしいのかな？」
【8/10（土）～8/25（日）】
喫煙と健康に関するパネル展示や実験を行います。

休月曜（8/12は開館）健康スタジアム10:00～22:00
（日・祝は～19:00）8/11（日）は～22:00
1日 1,800円／3時間 1,500円／2時間 1,000円
生命科学館（展示場）9:30～17:00 200円★
屋外健康づくり施設 9:30～17:00 無料
※小・中学生は半額、幼児は無料です。
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